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はじめに（Windows対応 サーバー・ネットワーク監視ソフト）
PRTG Network Monitor
開発元ドイツ Paessler AG社

全世界で２０万以上の導入実績、Fortune 100※の70%以上の企業が採用
※全米上位総収入100社

開発元 Paessler AG社
所在地 ドイツ バイエルン州 ニュルンベルク市
2001年 設立、2003年 PRTG ver1 発表
CEO Christian Twardawa 従業員200人

Network computing AWARDS
Network Management Product of
THE YERAR 2014,2016,2017 受賞
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通知メール

本セミナーのPRTG NW監視構成

監視
サーバ

監視対象システム、ネットワーク機器に対
し、決められた監視間隔でＰｉｎｇ、ＳＮ
ＭＰでアクセスし結果を判定します。２４
/365で動作し、監視に失敗すると警報ラ
ンプで通知します。

１分毎に正常か？

監視対象

本システムでは、Pingによる死活監視とSNMPによるトラフィック監視(検討中)を1分間に一度行います。
通知メールを止める場合には、P37を参照下さい。

正常
UP

異常
ダウン

メールサーバ(112.78.117.113)から
seminar@sumire-joho.co.jpへ通知

192.168.111.18

ＮＷ機器/サーバ PRTGから
のF/W設定、ICMP、SNMP
アクセス設定が必要です。

通知

192.168.111.254
192.168.111.251

www.sumire-joho.co.jp
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監視対象の無線ＡＰ・スイッチ
へPing SNMP
によるポーリング（1分毎）

PRTG Core Server
Service

192.168.111.18:80
127.0.0.1 :23560

PRTG Probe 
Service

127.0.0.1

ブラウザからPRTGWebサーバ
http://192.168.111.18
へアクセス。ポート番号変更可能

全センサーの情報を収集しアップ・ダウン
のステータス、グラフと表を更新し監視
データをデータフォルダへ追加書き込みし
ます。ＤＢを持ちません。
監視センサーがダウンを検知すると、通知
処理（メール送信）を行います。
パトライトを光らせる事も可能です。

ポーリングした結果、得られた
監視データをコアサービスへ送信

ブラウザ

PRTGサーバ
Windows7以上.net 4.5以上

クライアントPC/運用端末

ブラウザアクセスは、JavaScriptが高速で動作する、Google chrome、Firefoxのブラウザが必要です。IE11の表示に一部不具合あり。PCからブラウザ
を起動し、PRTGのアドレスへアクセスして下さい。構築・設定中はアカウント設定から30秒の画面更新設定を止めると設定しやすいです。

PRTGサービス構成(シングル構成）
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PRTGサービスの開始・停止
Windows OS のAdministrator権限でログインして
管理ツールからサービスをクリックします。

停止処理はWindowsのサービスから
PRTG Probe Service の右クリックから「停止」を選択、
Probeサービス停止後に
PRTG Core Server Service を右クリックから「停止」を選択

開始処理はWindowsのサービスから
PRTG Core Server Service を右クリックから「開始」を選択。
Core Serverサービス開始後に
PRTG Probe Service を右クリックから「開始」を選択。

バックアップコンフィグとの入れ替え時は、サービスの停止・
コンフィグ入替え・開始を使います。
コンフィグリカバリ方法は、別途リカバリ手順を参照下さい。

サービスの開始終了は受信側のコアサービスから開始し、

終了は、送信側のプローブサービスから停止するようにして
下さい。逆の場合も特に問題ありませんが監視データの送受
信でタイムアウト・破棄が発生します。

Windowsのネットワークアダプタに設定されたIPアドレスがOSから利用
できない状態でPRTGサービスを起動してしまうと、仕様により、PRTG
は自動で利用可能な127.0.0.1 のアドレスでWebサーバを起動し、利用
できない外部IPアドレス設定を削除し、127.0.0.1だけを設定します。IP
アドレスが変更された場合も、新IPで起動し監視を続けようと動きます。

元の外部IPを設定し直すには、外部IPがOSから利用可能な状態で、
Windows スタートボタン -> PRTG Network Monitor -> PRTG 
Administration toolのIP設定画面から、手動で外部IP
「192.168.111.18」を再選択し設定します。
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WINDOWS ファイアウォール設定

Windows OSからPingを可能とする場合、ファイルとプリンターの共有から、ICMP v4を有効として下さい。
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監視サーバ詳細：システム構成
項目 セミナー（７月２４日） 説明

OS Windows 10 Pro(1803) Windows 7以上

CPU Core i5 Dual Core 以上

メモリ 8GB(Core Server Service64bit動作に6GB以上) 2GB以上、弊社推奨4GB以上

ディスク Cドライブ 高速なディスクを推奨

ホスト名 sumire06
IPアドレス 192.168.111.18 固定IPを割り当て

GW 192.168.111.254 CISCO POEスイッチ

DNS 202.232.2.3/202.232.2.2 IIJ社DNSサーバ (メール送信、オートディスカバリの名前解決で参照）

ブラウザ Firefox 最新 Internet Explorer ver 11 (表示低速） Google Chrome を推奨

PRTGプログラム PRTG Network Monitor ver 19.2.50.2842 PRTG Desktop、Enterprise Console利用時はVersionを統一

設定値

プログラムディレクトリ C:¥Program Files (x86)¥PRTG Network Monitor¥

データディレクトリ C:¥ProgramData¥Paessler¥

レジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥Paessler¥PRTG Network Monitor

サービス名 PRTG Core Server Service (自動遅延起動) PRTG Probe Service （自動遅延起動)
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監視データ保存期間

保存先 C:¥PROGRAMDATA¥PAESSLER¥

ディレクトリ/ファイル名 保存期間 説明

Configuration Auto-Backups¥ 365 PRTGの監視設定ファイルのバックアップ（毎日１回自動取得）

Log Database¥ 30 監視ログの保管場所

Logs (Debug)¥ PRTGデバッグログ保管場所（通常時はログは書き出しません。）

Logs (Sensors)¥ EXE/Script Advanced Sensorのログ

Logs (System)¥ PRTGプログラムの起動ログ等

Logs (Web Server)¥ 30 ブラウザ接続ログ

Monitoring Database¥ 365 監視センサーの時系列データ（最も容量が大きくなります）

Report PDFs¥ 365 レポート機能を使用した際のPDFファイル保管先

StreamLog¥ Packet Sniffer と xFlow センサでデータ書き出しを選択するとCSVデータが書かれます。

ToDo Database¥ 365 管理者用ログ（PRTGの“残件”より確認）

Toplist Database¥ 30 Packet Sniffer ,xFlow のログ（今回対象外）

PRTG Configuration.dat 現在のPRTG監視設定ファイル（XMLファイル）、設定変更は直ぐに反映されません。

PRTG Configuration.old PRTG監視設定バックアップファイル、自動リカバリー用

PRTG Graph Data Cache.dat センサーのグラフキャッシュデータ

最大１年間の監視データを保存
３６５日を超えると自動削除
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監視対象の検討
（スイッチ、ルータ、F/W、無線ＡＰ、各種サーバ）

PINGによる死活監視とＳＮＭＰによるトラフィック量の監視を行います。
F/W、SNMP設定はエンド様か導入ベンダー様に対応をお願い致します。弊社で対応の場合は別途頂戴致します。
NW機器のＣＰＵ、メモリ、各種ステータスはＭＩＢ値を仕様で持っていないと監視できません。
SNMP Trap、Syslogを平行して受信しておくと、障害時の切り分けの参考情報となります。是非ご検討下さい。
管理対象一覧の詳細は、別紙「 監視対象パラメータシート(検討用)_20190724.xlsx 」にて確定させて頂きます。
サーバー監視は、監視方式をご相談とさせて下さい。

PING 死活監視 IP数

コアスイッチ

ディストリビューションスイッチ

フロアスイッチ

エッジスイッチ

PoEスイッチ

HUB/アンマネージド スイッチ

無線AP(クライアント向け)

SNMP Trap、Syslog 台数

コアスイッチ(電源、FAN、Link Down)

ディストリビューションスイッチ

無線AP(クライアント向け)

SNMP トラフィック Port数

コアスイッチ（F/W、FileSever）

ディストリビューションスイッチ(Uplink)

フロアスイッチ(Uplink,Cascade)

エッジスイッチ(Uplink、Cascade)

PoEスイッチ(電源供給)

HUB/アンマネージド スイッチ 不可

無線AP(クライアント向け)

要件等(SNMP仕様確認)とさせて下さい。
Uplink と Vlan トラフィックを
特定できれば、劇的に数が減ります。
ポイントが絞れていると動作も軽快です。
NW機器のcritical、error warningは、
Syslog、SNMP Trapで受信可能です。
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ログイン、ログアウト方法

ログアウトはブラウザ右上のボタン
検索の右隣

ブラウザからPRTGサーバへアクセスしログイン画面を表示します。
http://192.168.111.18

ローカルから http://127.0.0.1 からも接続可能

既定管理者 ID/PW （デフォルト）
ID prtgadmin (変更可、要再起動)
PW prtgadmin
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パスワード変更方法（アカウント設定）

prtgadmin で ログインし、マイアカウントを開きます。

新たなパスワードを設定するを選択し、
旧パスワード prtgadmin
新パスワード を設定し保存します。
パスハッシュはAPIの組込みで利用します。

ヒント！ アカウント設定を下へスク
ロールします。
自動更新をしないを選択すると、監視設
定編集中に画面が更新されません。入力
中にコンフィグが消えないようにするに
は、ここで自動更新を止めて下さい。

タイムゾーンはUTC＋９：００の
東京・大阪を選択します。
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デバイス画面(グループの入れ子による階層構造)

ルート Root

グループ

グループ

継承

継承

継承

デバイス(IPアドレス)

個別設定は一番下のセンサー毎に可能です。
途中の階層で変更した設定は、下の階層へ継承により反映されます。

一番上の設定が下層へ継承

監視対象「デバイス」は、デバイス(IP単位)と複数のデバイスを束ね
るグループによる階層構造です。グループの中にグループの入れ子
を作成可能です。
例：日本 -> 東京 -> 本社 -> サーバルーム

上位のグループの設定項目は、既定で下にあるオブジェクト全てに
継承されます。各オブジェクトの設定から継承のチェックを外すと、
個別設定可能ですが、Excelシート等で管理が必要です。
階層が長く、オブジェクトが沢山あるとどこに個別設定を行ったの
か分からなくなります。

センサー設定
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グループ、デバイス、
Ping/SNMP Trafficセンサー
の作成方法
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グループ作成方法１

グループ追加を選択します。

PRTGへ管理者権限でログインします。
メニューバーから、デバイスをクリックします。
グループの入れ子構造を確認し、
グループを作成する場所を確認します。
ここでは、「テストグループ」作成します。

＋を
クリック
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グループ作成方法２

グループの作成先として
ローカルプローブ を選択して「次へ」

グループの名として例として、
テストグループ と入力して「次へ」

一番下にテストグループが作成された事を確認します。
続いて、「デバイス追加」を押します。
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デバイス作成方法（IPアドレスを設定）

説明用に、ここでは
デバイス名として PRTGSV （PRTGサーバ自身）
IPアドレス 192.168.111.18 を入力して「次へ」
デバイズアイコンからWindows を選択しておきます。

PRTGSV デバイスが作成された事を確認します。
続いて、「センサー追加」を押します。
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センサー作成方法２ステップ（PING） ステップ 2/2
既定設定内容「Ping回数、タイムアウト、パケットサイズ、エラー時にダウン
と表示を確認し、「続行」ボタンをクリック します。

ステップ 1/2
監視方法は？ Ping を選択
下に表示される候補から
Ping をクリックします。
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PINGセンサー（全般）正常画面（グリーン）

Pingセンサーの画面です。ICMP応答のステータスを監視します。１２０値のライブデータタグ（１分監視で２時間、5分監視で10時間）、２日、３０
日、３６５日のレスポンスグラフをタブメニューから確認可能です。PINGに成功しない場合、監視対象デバイスのF/W設定、IPアドレス、監視サーバ
からの経路が正常か確認して下さい。

１分監視の為、Pingセンサーの監視データ取
得まで１分程掛かります。画面更新は30秒が
設定されています。直ちに確認する場合には、
F5で画面更新、センサーの右クリックメ
ニューから、「今すぐチェック」を数回ク
リックすると監視感覚を待たずに確認します。

一番大きいタコメータがプライマリチャンネ
ル。最新スキャンは７８秒前。
最終ダウン＝前回のダウンが１時間３０分前
ＵＰが４２％、ＤＯＷＮが５７％、Ping結果
は 0ms です。Pingセンサーは５回Ping
を行い、１回でも成功すると正常と判定。
パケット損率は、５回中１回失敗で20%。
５回中５回失敗で警告、１分後の次の５回失
敗でダウン。タイムアウト５秒ｘ５回。

５回中１回Pingが失敗するとパケット損失は20%となる
為、19%より以上の閾値を設定すると失敗を検知可能
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PINGセンサー ダウン画面（PING５回Ｘ２回連続失敗：レッド）

最終アップは、１５５秒前に最後にアップ（正常）
アップダウンを繰り返していないかログを確認します。
グラフの赤い点々や線はダウンを表します。アップ、ダウンを
繰り返す場合は、機器側の動作ログを確認ください。

５回中全て失敗で警告(イエロー)、１分後の次の監視ターンで再度５回失敗でダウン。
Pingのタイムアウト５秒ｘ５回。PRTGのWeb画面の更新に最大３０秒。
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PINGセンサー（ログからステータス変化時刻を確認）

センサー１個のログを確認可能です。初回ダウン時刻
を確認します。１回目の失敗が警告、連続２回目の失
敗がダウンです。作成/編集履歴は、右端の履歴を確認
します。

編集履歴

スキャン間隔の設定が
長く１回のポーリング
でダウン検知したい場
合には「ただちにダウ
ン」をご検討下さい。
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PINGセンサー補足
Pingセンサーをの右クリック
メニュー から
エラーステータスにするを選択。

Pingセンサーをマスターオブジェクトに設定し、
Pingセンサーの右クリックから疑似エラーを設定。

Pingセンサーがダウンした場合、デバイス内の全
てのセンサーの監視を一時停止させ無駄なポーリ
ング処理を減らします。

大規模監視では、Ping以外を一時停止する事でダ
ウン処理時のリトライ処理をPingのみに集約

Pingがダウンするとデバイス内の
他のセンサーが全て一時停止
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SNMP TRAFFICセンサー作成の前準備（ポート名とインデックスの検討）

NW機器のポートを一意に決めるキー値の設定です。
既定値はifAliasですが、ifAliasは他のポートとifAlias名を入れ替えてしまう
とそのポートを追いかけて監視ポートが切り替わります。例えば、port1の
ifAlias名を To 3F-Room1でSNMP Trafficセンサー作成後、port2をTo 
3F-Room1 として名前を入れ替えてしまうとifindexのインスタンス番号
に関係なくセンサーはport２の「 To 3F-Room1 」のifAliasの名前がキー
値として自動で見つけport1からport2へ監視対象を切り替えport2の監視
結果を返します。

ifAlias を選択される場合は、ifAliasの変更に気を付けて下さい。
ダウンが発生しない場合、気が付かないケースがあり問題となります。
snmp walk で確認後、問題なければ、ifDescr を採用下さい。

判別可能なSNMP Trafficセンサー名を検討します。
ポート名テンプレートの既定は ([port]) [ifalias] [ifsensor] です。
センサー名短縮の為、[ifsensor]を削除しました。
snmpのインスタンス番号ではなくポート番号をoidで指定。
[1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1] [1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18] ([port])

沢山のLanケーブルから該当の１本を特定する為の推奨名
Gi1/0/10 *** To 6F 2960 Gi0/1 *** (012)
複合名の良い点は、Gi1から6Fの2960へとポートを特定できる事です。

物理ポート番号を左から数えた番号とマッチしたOIDは、メーカー種類に
よって実装が異なる為、表示されない事があります。
マッチできるOIDが無いか、Paessler AG社のSNMP Testerで
SNMP仕様を確認します。ifalias設定後、SNMP Walkで確認下さい。

ifDescr（1.3.6.1.2.1.2.2.1.2）：インタフェース名（FastEthernet0, gigabitethernet1 ）
ifName（1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1：インタフェース名（省略形、Fa0、Gi1）
ifAlias(1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18)：Ciscoの場合、ifDescrの文字列 23



SNMP TESTERによるSNMP WALK （複合ポート名検討）1
ifDescr（1.3.6.1.2.1.2.2.1.2）：インタフェース名（FastEthernet0, gigabitethernet1 ）

----------------------- New Test -----------------------
Paessler SNMP Tester 5.2.3 Computername: SUMIRE06 Interface: (192.168.111.18)
2019/07/23 22:26:50 (3 ms) : Device: 192.168.111.254
2019/07/23 22:26:50 (5 ms) : SNMP V2c
2019/07/23 22:26:50 (7 ms) : Walk 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2
2019/07/23 22:26:50 (15 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.49 = "gigabitethernet1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (27 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.50 = "gigabitethernet2" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (40 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.51 = "gigabitethernet3" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (53 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.52 = "gigabitethernet4" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (65 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.53 = "gigabitethernet5" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (80 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.54 = "gigabitethernet6" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (94 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.55 = "gigabitethernet7" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (108 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.56 = "gigabitethernet8" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (123 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.57 = "gigabitethernet9" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (138 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.58 = "gigabitethernet10" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (152 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1000 = "Po1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (167 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1001 = "Po2" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:50 (182 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1002 = "Po3" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (198 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1003 = "Po4" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (213 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1004 = "Po5" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (228 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1005 = "Po6" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (247 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1006 = "Po7" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (266 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1007 = "Po8" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (283 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.3000 = "tunnel1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (301 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.7000 = "loopback1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (318 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.20000 = "Logical-int 1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (337 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.100000 = "1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:26:51 (358 ms) : 1.3.6.1.2.1.2.2.1.2.300000 = "1" [ASN_OCTET_STR] 24



SNMP TESTERによるSNMP WALK（複合ポート名検討）2

----------------------- New Test -----------------------
Paessler SNMP Tester 5.2.3 Computername: SUMIRE06 Interface: (192.168.111.18)
2019/07/23 22:35:04 (4 ms) : Device: 192.168.111.254
2019/07/23 22:35:04 (5 ms) : SNMP V2c
2019/07/23 22:35:04 (6 ms) : Walk 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1
2019/07/23 22:35:04 (15 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.49 = "gi1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:04 (28 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.50 = "gi2" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (40 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.51 = "gi3" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (53 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.52 = "gi4" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (79 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.53 = "gi5" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (102 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.54 = "gi6" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (117 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.55 = "gi7" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (130 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.56 = "gi8" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (142 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.57 = "gi9" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (155 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.58 = "gi10" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (167 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.1000 = "Po1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (180 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.1001 = "Po2" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (193 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.1002 = "Po3" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (205 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.1003 = "Po4" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (217 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.1004 = "Po5" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (230 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.1005 = "Po6" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (243 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.1006 = "Po7" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (257 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.1007 = "Po8" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (270 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.3000 = "tunnel1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (281 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.7000 = "loopback1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (294 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.20000 = "Logical-int 1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (307 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.100000 = "1" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:35:05 (324 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1.300000 = "1" [ASN_OCTET_STR]

ifName（ 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1 ）：インタフェース名（gigabitethernet1の省略形 -> gi1）

25



SNMP TESTERによるSNMP WALK（複合ポート名検討）3

----------------------- New Test -----------------------
Paessler SNMP Tester 5.2.3 Computername: SUMIRE06 Interface: (192.168.111.18)
2019/07/23 22:45:43 (5 ms) : Device: 192.168.111.254
2019/07/23 22:45:43 (7 ms) : SNMP V2c
2019/07/23 22:45:43 (9 ms) : Walk 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18
2019/07/23 22:45:43 (19 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.49 = "SERVER01" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (32 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.50 = "To Patlite" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (45 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.51 = "SERVER03" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (58 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.52 = "To NotePC" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (72 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.53 = "SERVER05" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (87 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.54 = "SERVER06" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (105 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.55 = "SERVER07" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (121 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.56 = "SERVER08" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (136 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.57 = "CASCADE01" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (152 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.58 = "Uplink01" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (169 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.1000 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (186 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.1001 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (203 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.1002 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (220 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.1003 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (236 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.1004 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (253 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.1005 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (271 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.1006 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (289 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.1007 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (308 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.3000 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (327 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.7000 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (347 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.20000 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (367 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.100000 = "" [ASN_OCTET_STR]
2019/07/23 22:45:43 (390 ms) : 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18.300000 = "" [ASN_OCTET_STR]

ifAlias(1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18)：Ciscoの場合、ifDescrの文字列
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ルートグループの一括設定（SNMP設定）

ポート名テンプレート Ver 19の場合はOIDのみで指定下さい
[1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1] [1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18] ([port]) -> OK
[1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1] [ifalias] ([port]) は失敗します

ifAlias(1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18)：Ciscoの場合、ifDescrの文字列

ifName（ 1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1 ）：インタフェース名（gigabitethernet1の省略形 -> gi1）
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ルートグループの一括設定以外(個別設定)

グループ、デバイス、センサーへの個別設定は必要最小限度に抑えて下さい。

例：グループの入れ子が下記の場合
東京 -> 新宿 -> セミナー -> デバイス -> センサー

セミナーグループに個別設定を行った場合、サフィックス等のネーミングで区別すると後で分かりやすいです。

例：セミナーグループに個別設定
東京 -> 新宿 -> セミナー （個別）-> デバイス -> センサー

個別設定を確認するには、該当グループの設定から継承されていない設定を確認下さい。

PRTGはDBを持たない為、整理された情報の一元管理が苦手です。センサーの種類が多い場合個別設定になりや
すくサフィックス付きのネーミングか、タグ設定、EXCELシートなどでコンフィグを管理されて下さい。
クロスリファレンスから個別設定を行ったオブジェクトは確認できません。
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継承状態の確認（監視間隔、通知設定、依存関係）

PRTGはDBを持たない為、整理された情報の一元管理が苦手です。センサーの種類が多い場合個別設定になりや
すくサフィックス付きのネーミングか、タグ設定、EXCELシートなどでコンフィグを管理されて下さい。
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SNMP TRAFFICセンサー作成方法２ステップ（1/2）

SNMPトラフィックをクリック。

SNMPを選択

画面は縮小表示
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ステップ2  インターフェイスを選択し追加
チャンネルを検視します。
推奨は、エラー、破棄（ドロップ）と
全ての“接続断”状態を警報状態にする を

選択し「次へ」ボタンをクリックします。

トラフィックは差分監視の為、２回のポーリ
ング結果が必要です。

SNMP TRAFFICセンサー作成方法２ステップ（2/2）
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ステップ2 の画面の下スクロールです。
LinkDownを検知するには、
全ての接続断状態を警報状態にするにチェックを入れてください。

SNMP TRAFFICセンサー作成方法２ステップ（2/2）
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SNMPトラフィックセンサー(全般)正常画面

コアスイッチ、ファイルサーバ、インターネット出口、拠点間、アップリンク、カスケードポートのトラフィックを監視すると
通常と異なるトラフィック量、ドロップ（破棄）・エラーが発生していないかなど障害時に確認可能です。

送信・受信と合計のト
ラフィック以外にNW機
器が対応していれば
エラー、ドロップ、ブ
ロードキャスト、不明
プロトコルを選択可能
です。
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SNMPトラフィックセンサー ダウン画面リンクダウン

１回目の障害で黄色になります
黄色はワーニングです。

２回目の失敗で赤色になります。
赤色はダウンです。

SNMP Trafficセンサーのダウンを通知対象から外
したい場合は、Pingセンサーのみのライブラリ設
定を作成し、作成したライブラリ設定から死活監視
のみを通知設定を行って下さい。
802.1x 認証やセキュリティソフトによる非アク
ティベートのLink Downは、ifAdminStatus での
ダウンとなります。

参考：光メディアコンバーターのリンクは、
両端のUpをLEDで確認下さい。
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SNMPトラフィックセンサー ダウン画面２ SNMPアクセスエラー

SNMPリクエストに失敗しています。監視対象のSNMP設定、F/Wを確認します。
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パケット数を監視する場合、SNMP RMON Sensor からkbit/s のトラフィック量、Broadcast Packets、Colisions、CRC Errors、Drop 
Events、Fragments、Jabbers、Multicast Packets、Oversize Packets、Packets、Packets <= 64 Byte (#/s)、Packets 65 - 127 Bytes 
(#/s)、Packets 128 - 255 Bytes (#/s)、Packets 256 - 511 Bytes (#/s)、Packets 512 - 1023 Bytes (#/s)、Packets 1024 - 1518 Bytes 
(#/s)を監視可能です。

SNMP RMONセンサー(COLISIONS、CRC ERRORS、DROP EVENTS、
FRAGMENTS、JABBERSを監視）
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PING障害発生時切り分けのヒント

NW機器をPING、SNMPで死活監視 ダウンが発生！
ダウン検知後に確認する事

ダウンしたPingセンサーから障害範囲を確認します。一部のPingセンサーだけが落ちているのか、拠点全体が落ちているのか、
PRTGサーバのLanケーブル抜け、無線接続状況、コアスイッチ、主要NW機器の稼働状況を確認下さい。
ダウンログから繰り返しダウンが発生している場合、経路切替や、NW全体の不調、トラフィックセンサーからドロップやエラーが多発
していないかNW機器、ポートの状態、障害発生時刻をダウンログから確認下さい。

インターネット接続や、名前解決（IPアドレスで接続可能？）、F/W設定、セキュリティ設定、NW機器の設定変更、入れ替え、
ファームアップなどは変更内容をご確認下さい。

最初のダウンの発生時刻をログから確認します。Pingセンサーのグラフやログ情報、TOP10機能、Pingセンサーのパケット損失、
SNMP Traffic、SNMP Rmonから回線品質を確認下さい。Pingのパケット損失、レスポンスが悪い経路が判明した場合、ネットワー
クの保守サービス・担当ベンダー様へその内容をご相談下さい。

不調のNW機器が判明しましたら、LEDが正常か、電源異常、ケーブル抜け、冗長化構成はプライマリ・セカンダリの切り替わりが発生
していないか？サーバーセグメント、ユーザーセグメントからの経路の切り分け、光ファイバの場合は、両端のメディコンバータのLED
がLink Upしているかなどを確認下さい。

死活監視の場合、下記
の切り分けを方法を参
考にして下さい。ダウン
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通知メール(ダウン通知）

Notificationに通知設定を行うと監視項目ダウ
ン時、エラーメールが送信されます。（本文
はカスタマイズしています）

メールサーバ、インターネット接続障害時は、
監視サーバがメール送信に失敗し、メール通
知は働きません。警報ランプやECによるポッ
プアップ通知との併用、PRTG内で完結する
チケットをご検討下さい。

プローブ：PRTGがPingを行う実行サービス
グループ：セミナー
デバイス：CISCO POE SW(254) 2
センサー：Ping
日時：2018//08/29 7:47:04
ステータス：ダウン

(pingが５回失敗しタイムアウト５秒が５回発生）
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集約通知メール（左が２５センサーの集約通知）右はエスカレーション通知

連続１時間以上ダウンした場合に、
別の担当者や、上長へエスカレー
ション通知。
１時間毎に繰り返し通知可能。

沢山のメールを送信しないよう、

１分間に２５通の通知メールを１
通にまとめて集約通知します。
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アップ通知 （通知Eメール）
Notificationに通知設定を行うと、
監視項目アップ時、メールが送信されます。
（本文はカスタマイズしています）

メールサーバ、インターネット接続障害時は、
監視サーバがメール送信に失敗し、メール通
知は働きません。警報ランプやECによるポッ
プアップ通知との併用、PRTG内で完結する
チケット通知をご検討下さい。

件名の障害通知は、Up専用の通知を作成し、
復旧通知とする事も可能です。

プローブ：PRTGがPingを行う実行サービス
グループ：セミナー
デバイス：CISCO POE SW(254) 2
センサー：Ping
日時：2018//08/29 7:47:04
ステータス：ダウン終了 アップ 停止時間20分37秒

20分37秒停止して
いたけれどOKだよ。

と言っています。
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通知Eメール停止方法（監視対象機器のIP変更時など）

PRTGへ管理者権限でログインします。メニューバーから、設定 -> アカウント設定 -> Notificationをクリックします。
通知から、メール通知 を選択し、一時停止 をクリックします。
続いて、通知の隣のタグにある通知先管理から、該当 Eメールアドレス を一時停止にします。

チェック

通知先管理を停止

一時停止
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通知メールで利用するメールサーバの設定

通知メール送信用にsmtp.sumire-joho.co.jpを
１台目のメール送信サーバ（SMTPサーバ）に
設定。

管理者権限(prtgadmin)でログインし、
設定 -> システム管理 -> SMTP配信設定をク
リック。

１台目の送信メールサーバの変更、２台目の
予備メールサーバー(セカンダリがある場合）
を登録します。

通知メールは障害時、DNSサーバ・メール

サーバと通信可能かつ、通知先が障害時に
受信できる必要があります。

通知処理の信頼性を高くするには、Patliteの
Ping監視機能による相互監視、PRTGクラスタ
構成(2重監視）をご検討下さい。
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接続失敗は、送信メールサーバとの接続可否、有効なMXレコードを名前解決可能か確認下さい。
認証失敗は、ID/PW、認証方式、暗号化、送信メールサーバの接続ポートを確認下さい。

通知メールが届かない場合、通知ログを確認
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通知メールカスタマイズ例

件名の検討

件名（既定） [%sitename] %device %name %status %down (%message)
カスタマイズ 障害通知 %group %device %name %status %down (%message)
集約件名（既定） [%sitename] %summarycount Summarized Notifications
カスタマイズ 障害通知 %summarycount Summarized Notifications

============================
プローブ: %probe
グループ: %group
デバイス: %device
センサー: %name
日時: %datetime (%timezone)
ステータス: %status %down
メッセージ: %message
最新結果: %lastvalue
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
最新スキャン: %lastcheck
最新アップ: %lastup
最新ダウン: %lastdown
監視開始: %cumsince
稼働時間: %uptime
停止時間: %downtime
設定: %settings
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
センサー履歴:
%history
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
センサーコメント:
%commentssensor
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
送信元 PRTG SEMINAR
送信先: %toaddress
送信時刻: %systemdatetime
=================================================

長さを変えておくと最大２５通の通知メールが
合体した集約メールが読みやすくなります。

%group はデバイスの１個上のグループのみ表示可能
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ステー
タス

色 意味

レッド センサーがダウン、または監視エラーが発生（２回目の監視データエラー）

淡いレッド センサーがダウン、管理者の確認済み（ダウンセンサ右クリックから確認を選択）

イエロー センサーがダウン、または監視エラーが発生（１回目の監視データエラー）

グリーン センサーがアップ。監視データが正常

ブルー センサーが監視処理を休止中。（メンテナンス中の為、運用で監視停止）

グレー センサーの状態が不明。監視データがProbeからCore側に届いていない。

センサーステータス

本システムでは淡いレッド以外は、仕様上表示される可能性があります。
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PRTGコンフィグ設定のバックアップ・リカバリ方法

管理者権限(prtgadmin)でログインし、設定 -> システム管理 -> 管理ツールをクリック。
データベーススナップショットの作成をクリックしてコンフィグのバックアップを取得します。
C:¥ProgramData¥Paessler¥PRTG Network Monitor¥Configuration Auto-Backups¥
PRTG Configuration (Snapshot yyyy-mm-dd hh-mm-ss).zip

Zip ファイルの中に PRTG Configuration.dat （監視設定）があります。リカバリーはPRTG サービスを停止し、
C:¥ProgramData¥Paessler¥PRTG Network Monitor¥から、
PRTG Configuration.dat 、 PRTG Configuration.old 、PRTG Graph Data Cache.dat の３個を削除
バックアップした PRTG Configuration.dat のみを代わりに配置し PRTGサービスを起動します。
別のPCへ置き換える場合は、ケーブルを抜いてPRTGをインストールし サービスを停止、ファイル削除、
コンフィグ置き換えて下さい。PRTGサーバを別サーバへ入替える場合は、バックアップ・リカバリ手順を参照下さい。
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WEBサービス 外部ＩＰアドレスの設定方法（PRTGサーバのIP変更時）

Windows のスタートボタンから、
すべてのプログラム -> 
PRTG Network Monitor ->
PRTG Administraton Tool を起動し
左のWebサーバの画面を表示します。

PRTG Web サーバー IPを選択から、
192.168.111.18 の外部IPアドレスを確認し
チェックを入れて下さい。

保存＆閉じる ボタンを押すとPRTG サービスが再
起動します。起動に１分程掛かります。
http://192.168.111.18 へのアクセス可否を確認
下さい。

※Windows OSのネットワークアダプタがリンク
アップしていない状態でPRTGサービスが起動すると、
Webサービスは外部IP無しに自動設定され
http://127.0.0.1 で自動起動する仕様があります。
外部IPでWebサーバが起動しなくなった場合も
本手順で元に戻る事が可能です。
ノートPCの無線 Lan でPRTGをご評価の場合、
ＷｅｂサーバのIPアドレスの自動設定変更に
ご注意下さい。
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ＴＯＰ１０機能（右側の成績が良くないセンサーを重点的に確認）

利用状況、製品
スペック、構成、
ケーブル距離当
が影響します。
ディスク空容量
不足と稼働率の
悪いデバイスに
ご注意下さい。

Internet 
Explorer ver
11の場合は、横
長画面となりま
す。右へ画面を
スクロールして
表示させて下さ
い。

良い成績 悪い成績(低稼働/遅い/リソース不足)
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ENTERPRISE CONSOLEによる複数拠点PRTGサーバ接続

「PRTGサーバ接続を追加」から複数のPRTGサーバへ接続すると上記のように複数のPRTGサーバ
の監視結果を表示可能です。画面はイメージです。（１台のPRTGサーバを別の拠点名で名前を付け
て複数の接続イメージ画面を作成しています。）

３０台までのPRTGサーバ
へ接続可能
既定で１分毎にステータス
をチェックします。
台数を増やした場合は、
１分毎ではなく、５分以上
の間隔をご検討下さい。
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ENTERPRISE CONSOLEの接続設定

左から、「PRTGサーバ接続」
をクリック、
「PRTGサーバ接続を追加」
をクリックして下さい。

接続先PRTGサーバのIPアドレス、ポート番号、ログイン名、パスワード、表示名を設定して下さい。
ルートIDは、接続先グループ名のID番号です。ルートは０番です。デバイス画面から、一番上にある、ルート グループのID番号は、
監視間隔と右端のQRコードの間に ID ＃０ から確認できます。他のグループＩＤの指定が可能です。
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ENTERPRISE CONSOLEの警報設定

Enterprise Console（以下、EC）の設定は、ECを起動しファイルメニューから、オプションをクリックします。
上記のように設定すると、６０秒毎にPRTGサーバの新着警報をチェックし、ポップアップによる通知を行う事が可能です。
「アプリケーションが開始したとき、最後に参照した画面を開く」のチェックは安定動作の為、必ず外して下さい。
音を鳴らす場合、alarm_5.wav がお薦めです。

アプリケーションが開
始したとき、最後に参
照した画面を開く
のチェックを外します。

新着警報を通知 お
ポップアップメッセー
ジにチェック
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ENTERPRISE CONSOLE(EC)のポップアップ通知１

警報をクリックすると、ECの画面が表示されます。画面はPRTGサーバ６台に接続したイメージです。
ポップアップは、新規警報が発生した時に動作します。Option設定の「Windowsで開始」により起動し通知領
域に左のようなアイコンが表示されます。

Windowsデスクトッ
プの通知領域に常駐す
る、ECが、接続先の
PRTGサーバから
新着警報を発見すると
このようなポップアッ
プを表示可能です。
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マップ作成方法（センサーとの紐づけ検討）
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建屋・フロア・RACK

部署別

システム別

ダウン・ワーニング一覧

サイトマップ

リンク１

リンク２

リンク３

リンク４

マップ全体の検討 （マップ構成・ＴＯＰ画面メニューをご検討下さい）

マップオブジェクトのリンク先に別のマップのリンクを設定
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マップ作成：ＴＯＰ画面検討（サンプル構成）

ホーム

建屋Ａ
リンク

建屋Ｂ
リンク

建屋Ａアラート一覧

建屋Ｂアラート一覧

デ
バ
イ
ス
ツ
リ
｜

運用に応じて、下絵にシステムのマップやデバイス、システム情報との紐づけを検討します。

デバイス システム情報ログ
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北海道

青森

秋田

香川

鹿児島

福岡

高知

愛媛

徳島

和歌山

福島

山口

岩手

山形 宮城

群馬 栃木

埼玉 茨城

千葉

佐渡

新潟

富山石川

長野

山梨

静岡

岐阜

愛知

福井

滋賀

三重

京都

奈良

兵庫

大阪

鳥取

岡山

島根

広島

大分

熊本

佐賀

長崎
宮崎

沖縄

株式会社〇〇〇〇 監視システム

山口名古屋

東京

東京

神奈川

京都

福岡大阪

縦長のマップで下スクロールさ
せ、拠点のトラフィックグラフ
等を配置される場合、マップリ
ンク・主要情報はなるべく上へ
配置下さい。
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4F

3F

2F

1F

5F

6F

CROSSCOOP
貸会議室６０１

7F

このスペースにセンサーステータスを配置すると
会議室と紐づけ可能です。

会議室と紐づけ
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マップ背景イメージ

パワーポイントでトップ画面を作成し、画面表示
を行い、スクリーンキャプチャで画面を取り込む
と簡単に下絵のJpgファイルを作成できます。

プレゼンモードで画面一杯に全体表示し、PrtSc
押し下げ。
画面キャプチャソフトは フリーではScreenPresso
が使い易くお勧めします。

作成したJpgファイルは、背景イメージ の参照
ボタンで指定下さい。

背景に利用可能なJpgファイルは２MBまで。
Jpg画像以外にpng画像も利用可能です。
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マップエディターの使い方

①マップ作成から、サイズ、下絵を選択しマップを作成します。
②編集画面、左からツリー、グループ、デバイス、センサーを選択。
③編集画面、右からマップオブジェクトを選択し、中へドラッグ＆ドロップ。
④View MAPから完成画面を確認し再度、編集画面で微調整を行います。
完成したマップはWEBページとして公開可能です。

編集画面 完成マップ

左 中 右

マップオブジェクトが重ならないよう
にドラッグ＆ドロップを行って下さい。
簡易なドラッグ＆ドロップのホーム
ページ作成ソフトのような機能の為、
クセがあります。申し訳ありません。
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参考１：PING失敗、LINK DOWNが発生した時にはネットワーク機器のLED
ステータス、ネットワーク機器の電源・LEDステータスの正常性も確認下さい。

Catalyst 3750 スイッチ ハードウェア インストレーション ガイド
https://www.cisco.com/c/ja_jp/td/docs/sw/lanswt-access/cat3750swt/ig/001/higbk-book/higoverv.htm

Cisco 1900 シリーズ サービス統合型ルータ ハードウェア インストレーション
https://www.cisco.com/c/ja_jp/td/docs/rt/branchrt/1900isr/ig/002/1941-hig/19over.html

NW機器導入ベンダー様へコアスイッチの正常時、異常時のLEDステータスの見え方を説明してもらうと障害時に悩
まないと思います。該当LEDステータスの説明ページが正しいかNW機器導入ベンダーへ確認し、印刷しクリアファ
イルなどに入れてサーバールーム、ラック内へ置いておくと障害時にLEDのステータスを確認しながら、NW導入ベ
ンダー様へ機器状態を相談できると思います。「〇〇メーカーの機器型番〇〇のLEDが赤点灯している」。
異音(HDD、Fan)、異臭(コンデンサ)、電源コード、電源異常、Fan故障、温度異常などによるハードウェア故障、 Lan
ケーブルの踏みつけ、引っ掛けによる影響など。

CISCO社製NW機器はEnerprise向けのSNMPのMIB情報がドキュメントやWebで管理されており、詳細な仕様も比較
的容易に調査可能です。ベンダーによってはMIBファイルをコンパイルしたり実機での確認が必要な事が多いです。
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参考２：ONUのLEDステータス
ONU機器のLEDステータスが正常かご確認下さい。

NTT西日本 -> 総合TOP  -> 「フレッツ光」を現在ご利用中のお客さま -> 設定・トラブル解決
https://flets-w.com/user/support/solve/notconnect/
ネットワーク機器のランプの診断

導入ベンダー様へONUの正常時、異常時のLEDステータス、電源投入後の接続完了までの動作、FW自動更新など

の有無を説明してもらう事をお勧めします。関連資料、問い合わせ先等のメモ書きなどサーバールームへ設置して
おくと障害時にLEDの状態を確認できます。

光回線のリンクが切れた場合、LEDが消灯します。
データ通信があるとUNIが点滅します。
設置済みのONUの型番が最新の場合など、
LEDの見方は、導入ベンダー様へご相談下さい。

LED 説明

認証 緑点灯が正常

UNI 緑点灯が正常、緑点滅はデータ送信中

光回線 緑点灯が正常

電源 緑点灯が正常
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参考3：センサーの一時停止解除(再開:RESUME）の注意

デバイス画面の階層から、ユーザーによる一時停止を探してください。一時停止
した階層から「再開」可能です。

例：グループの入れ子が下記の場合
東京 -> 新宿 -> セミナー -> デバイス -> センサー

セミナー グループから一時停止した場合、
セミナー グループからしか「再開」できません。

デバイス、センサーの階層では、「依存関係による一時停止」と表示されます。
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参考4：監視対象デバイスのSNMP値の調査・確認方法

63

SNMP Walkの結果をテキストへ保存可能です。

SNMP Walkではなく、特定OID番号を指定し、
CPU負荷などを5秒間隔で調査し、結果をテキストへ保存可能です。



参考５：PATLITE設定１
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参考５：PATLITE設定２

PRTG側の紐づけ設定
光分け、鳴り分け

セミナーでは
赤２
黄１
緑０
受信TRAPグループ設定を作成し動作設
定で光分け
設定１と値を合わせると
パトライトのログが見やすくなります。
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参考５：PATLITE設定３
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技術サポートのお問い合わせ先

開発元ドイツ Paessler AG社は、フリーウェア版に対して回答責任がありません。

製品内のヘルプ -> 技術サポートから開発元へ英語にて質問可能です。

フリーウェア版の利用には、Paessler AG社の約款に同意頂く必要があります。

弊社宛：

技術保守サポートは下記へお問い合わせ下さい。

弊社技術サポートはEメールでの対応のみとなります。

開発元宛：

弊社と保守契約が無い場合、開発元ドイツ Paessler AG社へ、

製品の「サポートに問い合わせ」からか、下記URLから直接お問合せ下さい。

https://www.paessler.com/support/contact
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